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一　　般　　質　　問

問
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス

は
、
ム
カ
デ
芝
と
も
言
わ

れ
、
生
育
が
旺
盛
な
た
め
、

畦
畔
管
理
を
省
力
化
す
る
カ

バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
と
し
て
全
国

各
地
で
導
入
が
進
ん
で
い

る
。

　

景
観
形
成
や
コ
ス
ト
面
か

ら
も
、
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ

ス
を
植
栽
し
て
、
市
道
・
農

問
教
育
長
就
任
に
当
た
っ

て
の
所
信
を
問
う
。

答
三
原
に
残
り
三
原
の
成

長
・
発
展
を
支
え
る
人
材
、

他
の
地
域
で
我
が
国
の
成

長
・
発
展
を
担
う
人
材
、
世

界
全
体
の
発
展
を
牽
引
す
る

人
材
を
育
成
す
る
。
何
よ
り

全
て
の
三
原
の
子
供
た
ち

が
、
将
来
豊
か
で
充
実
し
た

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
の
力
を
し
っ
か
り
つ
け

る
こ
と
が
使
命
だ
。

　

知
識
ベ
ー
ス
の
学
び
か
ら

学
習
者
基
点
の
能
動
的
で
深

い
学
び
を
取
り
入
れ
た
い
。

問
貧
困
・
人
間
関
係
・
健

康
等
で
限
度
を
超
え
た
ス
ト

レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
子

に
対
す
る
手
だ
て
を
問
う
。

答
全
て
の
子
に
、
抱
え
て

い
る
課
題
に
応
じ
た
き
め
細

か
い
指
導
を
す
る
よ
う
学
校

を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
人

的
支
援
も
含
め
て
支
援
す

る
。

問
中
学
校
３
年
生
ま
で
勉

強
嫌
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に

道
の
草
刈
り
作
業
の
軽
減
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
農
道
の
草
刈
り
等
の
日

常
管
理
は
、
地
域
の
関
係
者

で
行
っ
て
い
る
。

　

近
年
過
疎
化
や
高
齢
化
に

よ
り
、
農
家
の
負
担
が
増
加

し
て
お
り
、
生
活
環
境
の
維

持
や
自
然
環
境
の
保
全
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
市
道
の
草
刈
り
は

業
務
委
託
や
市
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
そ
の
為
、
草

刈
り
作
業
の
軽
減
化
を
図
る

必
要
が
あ
り
、
セ
ン
チ
ピ
ー

ド
グ
ラ
ス
の
植
栽
は
有
効
な

手
段
と
考
え
る
。

　

市
内
の
先
進
地
に
お
い

て
、
植
生
が
安
定
す
る
ま
で

の
期
間
と
、
維
持
管
理
に
つ

い
て
現
地
調
査
や
聞
き
取
り

を
行
い
検
討
す
る
。

全
市
一
斉
の
総
合
防

災
訓
練
に
つ
い
て

問
三
原
市
地
域
防
災
計
画

早
い
段
階
で
の
手
だ
て
を
手

厚
く
し
て
は
ど
う
か
。

答
児
童
・
生
徒
が
自
ら
疑

問
や
課
題
を
発
見
し
、
解
決

す
る
場
面
を
組
み
込
ん
だ
課

題
発
見
、
解
決
学
習
な
ど
の

実
施
に
向
け
て
今
後
も
授
業

改
善
を
進
め
る
。

問
教
育
委
員
の
全
員
が
男

性
で
、
５
人
の
う
ち
３
人
が

教
職
経
験
者
な
の
で
、
教
育

委
員
会
会
議
の
運
営
に
配
慮

が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
委
員
の
経
験
や
識
見
を

活
か
し
、
教
育
行
政
へ
反
映

す
る
よ
う
会
議
の
活
性
化
を

図
る
。

問
長
時
間
勤
務
に
よ
り
教

職
員
の
心
身
の
健
康
が
損
な

わ
れ
、
教
育
条

件
と
し
て
は
非

常
に
不
十
分
な

現
状
だ
。
子
供

た
ち
の
教
育
条

件
を
整
え
ら
れ

な
い
教
育
委
員

会
は
失
格
だ
。

教
育
条
件
を
ど

に
よ
る
と
、
各
種
防
災
訓
練

を
実
施
し
住
民
意
識
の
向
上

を
図
る
と
あ
る
。

　

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
、
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
等
の
協

力
を
得
て
、
全
市
一
斉
の
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
は
ど
う

か
。

答
三
原
市
地
域
防
災
計
画

で
は
、
必
要
な
防
災
訓
練
は

定
期
的
に
計
画
し
最
も
効
果

の
あ
る
時
期
や
場
所
等
を
決

定
し
て
実
施
す
る
も
の
と
し

て
お
り
、
市
民
の
生
命
を
守

る
観
点
か
ら
も
防
災
訓
練
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

も
含
め
、
さ
ら
な
る
市
民
の

防
災
意
識
の
向
上
を
目
指

し
、
各
種
防
災
関
係
団
体
と

協
議
し
、
住
民
参
加
型
の
実

践
的
な
訓
練
を
積
極
的
に
検

討
し
て
い
く
。

　

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

関
係
団
体
と
十
分
協
議
を
重

ね
適
切
な
時
期
に
実
施
し
た

い
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

● 

主
食
用
米
の
生
産
数
量
目

標
配
分
廃
止
後
の
影
響
と

対
策
に
つ
い
て

う
整
え
る
の
か
問
う
。

答
先
生
方
の
心
身
が
健
康

で
あ
る
こ
と
は
重
要
だ
。
業

務
改
善
を
積
極
的
に
行
い
、

余
裕
を
持
っ
て
本
来
の
業
務

で
あ
る
子
供
た
ち
と
向
き
合

え
る
よ
う
取
り
組
む
。

車
が
入
れ
な
い
地
域
の

消
防
・
救
急
に
つ
い
て

問
車
の
入
れ
な
い
地
域
で

の
消
防・救
急
対
応
を
問
う
。

答
定
期
的
に
水
利
の
状
況

や
狭
あ
い
な
道
路
な
ど
の
確

認
を
し
て
い
る
。
固
定
電

話
・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
の
あ
る
携

帯
電
話
で
の
通
報
な
ら
、
即

座
に
通
報
場
所
を
特
定
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、

地
域
に
合
っ
た
指
示
が
出
動

隊
へ
的
確
に
行
え
る
。
ま

た
、
日
常
的
に
現
場
に
合
わ

せ
た
展
開
を
す
る
た
め
、

様
々
な
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。

市
道
・
農
道
な
ど
の
管
理
に
つ
い
て

教
育
長
就
任
に
当
た
っ
て
の
所
信
を
問
う

陶す
え　

 

範の
り

昭あ
き 

議
員

亀か
め

山や
ま 

弘ひ
ろ

道み
ち 

議
員

福田地区のセンチピードグラス

200メートル続く
車の入れない急坂な小路
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た
結
果
、
主
た
る
原
因
は
特

定
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
以

上
、
行
政
に
よ
る
原
因
究
明

は
困
難
で
あ
る
の
で
、
現
在

警
察
署
に
相
談
し
て
い
る
。

❷
第
三
者
機
関
と
は
警
察
を

念
頭
に
置
き
、
内
部
調
査
が

あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た

段
階
で
相
談
し
て
い
る
。

問
❶
お
か
し
い
と
気
づ
い

た
昨
年
12
月
に
す
ぐ
警
察
に

被
害
届
を
出
さ
な
か
っ
た
の

か
。
❷
警
察
に
相
談
し

た
の
は
い
つ
か
。

答
❶
12
月
の
時
点
で

は
、
問
題
意
識
が
な

か
っ
た
。
大
変
反
省
を

し
て
い
る
。
❷
５
月
に

な
っ
て
警
察
に
相
談
し

た
。

問
選
挙
期
間
中
（
４

月
）
に
第
三
者
機
関
を

設
置
し
て
調
査
を
し
て

い
る
と
述
べ
て
い
る
。

実
際
は
5
月
に
な
っ
て

警
察
に
相
談
し
た
と
い

う
こ
と
か
。
政
治
倫
理

に
違
反
す
る
の
で
は
な

い
か
。

答
選
挙
期
間
中
は
、
個
人

的
に
選
挙
妨
害
の
件
を
相
談

し
て
、
そ
の
続
き
と
し
て
、

不
燃
物
処
理
工
場
の
方
も
調

べ
て
く
だ
さ
い
と
話
を
し
て

い
る
。

天
満
商
事
に
よ
る
無
許
可

営
業
の
処
分
に
つ
い
て

問
❶
市
の
行
っ
た
事
実
確

認
の
結
果
は
ど
う
か
。
❷
行

政
指
導
と
い
う
処
分
を
決
め

た
基
準
・
判
断
は
何
か
。

答
❶
竹
原
市
・
世
羅
町
の

許
可
を
得
ず
一
般
廃
棄
物
の

収
集
運
搬
を
行
っ
た
事
実
に

つ
い
て
、
事
業
者
・
竹
原
市
・

世
羅
町
に
確
認
し
た
。
❷
広

島
県
や
他
市
の
運
用
を
確
認

し
、
ま
ず
は
行
政
指
導
と
し

た
。

問
市
長
は
、
指
導
的
立
場

の
許
可
権
者
で
他
の
業
者
や

市
民
に
対
し
て
模
範
を
示
す

立
場
で
あ
る
。
身
内
の
処
分

は
厳
し
く
な
い
と
示
し
が
つ

か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
市

民
は
大
変
不
信
を
持
っ
て
い

る
。

答
本
件
は
、
広
島
県
と
協

議
を
行
っ
た
結
果
で
、
行
政

指
導
が
適
当
と
考
え
て
い

る
。

問
学
校
給
食
の
地
場
農
産

物
の
割
合
が
上
昇
し
て
き
て

い
る
。
こ
の
間
の
取
り
組
み

内
容
は
ど
う
か
。
総
合
的
に

上
昇
し
た
一
方
で
北
部
・
西

部
調
理
場
は
下
が
っ
て
い
る

が
、
原
因
は
何
か
。

答
三
原
農
協
、
広
島
中
央

農
協
、
農
林
水
産
課
と
の
定

期
的
な
協
議
で
、
時
期
に
よ

る
、
給
食
使
用
食
材
お
よ
び

各
農
協
の
出
荷
農
産
物
を
確

認
し
、
対
応
策
を
協
議
し
て

い
る
。
３
共
同
調
理
場
へ
の

運
搬
等
の
経
費
を
支
援
す
る

制
度
を
平
成
27
年
度
か
ら
実

施
し
、
ま
た
、
農
業
法
人
、

農
協
以
外
の
生
産
者
に
も
給

食
に
使
用
す
る
農
産
物
情
報

を
積
極
的
に
提
供
し
て
い

る
。

問
今
後
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

答
生
産
者
と
作
付
時
期
、

収
穫
時
期
に
つ
い
て
今
以
上

に
密
な
連
携
を
と
り
、
旬
の

地
場
産
農
産
物
を
た
く
さ
ん

献
立
に
取
り
入
れ
る
よ
う
取

り
組
む
。
旬
の
時
期
だ
け
で

は
使
用
割
合
を
増
や
す
こ
と

が
困
難
な
た
め
、
関
係
課
で

農
家
が
収
穫
し
た
農
産
物
を

長
期
間
保
存
す
る
た
め
の
対

応
策
を
検
討
し
て
い
る
。
引

き
続
き
関
係
課
、
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
、
目
標
達

成
に
向
け
取
り
組
む
。

不
燃
物
処
理
工
場
の

新
設
整
備
に
つ
い
て

問
概
要
及
び
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
並
び
に
市
民
負
担
の

見
込
み
は
ど
う
か
。

答
新
施
設
は
、
総
事
業
費

約
25
億
円
を
見
込
み
、
現
在

の
三
原
市
清
掃
工
場
の
敷
地

内
に
整
備
す
る
予
定
だ
。
合

併
特
例
債
の
充
当
を
見
込

み
、
31
年
度
ま
で
に
事
業
を

進
め
る
。
設
備
及
び
建
物
の

維
持
管
理
に
係
る
経
費
や
分

別
収
集
体
系
の
見
直
し
に
よ

る
コ
ス
ト
の
増
も
予
想
さ
れ

る
が
、
極
力
抑
え
る
方
向
で

検
討
す
る
。
不
燃
物
処
理
工

場
の
新
設
に
よ
り
、
不
燃
ご

み
の
排
出
に
係
る
有
料
制
度

の
導
入
等
は
基
本
的
に
は
伴

わ
な
い
。
燃
や
す
ご
み
の
排

出
量
を
極
力
抑
え
、
無
料
で

あ
る
資
源
ご
み
と
し
て
出
し

て
い
た
だ
き
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
促
進
し
た
い
。
日
々
の
生

活
に
直
接
影
響
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
民
の
理
解
が
最
も

必
要
で
あ
る
。
計
画
の
段
階

か
ら
説
明
や
意
見
を
伺
う
場

を
極
力
設
け
て
ま
い
り
た

い
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

● 

市
長
等
の
政
治
倫
理
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
地
場
農
産
物
の
使
用
に
つ
い
て

安あ
ん

藤ど
う 

志し

保ほ 

議
員

問
不
燃
物
処
理
工
場
で
売

却
し
た
ア
ル
ミ
缶
の
計
量
値

誤
差
が
出
て
お
り
、
市
は
調

査
す
る
と
し
て
い
る
が
、
❶

調
査
結
果
に
つ
い
て
問
う
。

❷
市
長
は
選
挙
期
間
中
、
市

民
に
、
第
三
者
機
関
を
設
置

し
、
調
査
し
て
い
る
と
述
べ

て
い
る
が
、
メ
ン
バ
ー
構
成

や
調
査
の
内
容
は
ど
う
か
。

答
❶
3
月
議
会
後
、
職
員

に
よ
る
内
部
調
査
を
実
施
し

不
燃
物
処
理
工
場
の
ア
ル
ミ
缶
問
題
に
つ
い
て

中な
か

重し
げ 

伸の
ぶ

夫お 

議
員

不燃物処理工場

一　　般　　質　　問
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問
急
激
な
気
温
の
上
昇
で

藻
の
繁
殖
が
急
速
に
進
み
、

鯉
の
姿
が
見
え
に
く
い
状
況

で
あ
り
、
ご
み
の
浮
遊
も
多

い
。
今
後
の
管
理
の
進
め

方
、
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答
藻
が
発
生
し
た
直
後
か

ら
、
広
島
経
済
同
友
会
三
原

支
部
や
養
魚
場
の
方
と
、
人

力
で
の
回
収
や
薬
品
散
布
等

の
対
策
を
協
議
し
、
藻
の
発

生
や
枯
ら
す
効
果
の
あ
る
薬

品
を
散
布
し
た
。
今
後
状
況

問
空
家
特
措
法
に
お
け
る

特
定
空
き
家
の
最
初
の
判
定

が
行
わ
れ
た
と
聞
い
た
。
現

在
、
空
家
等
対
策
計
画
の
策

定
中
で
あ
る
が
、
危
険
度
の

著
し
く
高
い
空
家
に
前
倒
し

の
対
策
を
ぜ
ひ
す
す
め
る
べ

き
と
感
じ
る
。
直
ち
に
対
策

が
必
要
な
最
も
危
険
度
の
高

い
重
度
2
の
建
物
の
戸
数
お

よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
聞
く
。

答
重
度
２
に
該
当
す
る
空

き
家
は
、
市
内
35
棟
あ
り
、

多
い
地
域
か
ら
東
町
10
棟
、

本
町
５
棟
、
西
宮
４
棟
、
大

和
４
棟
と
な
っ
て
い
る
。
該

当
す
る
物
件
は
積
極
的
に
所

有
者
に
対
し
て
、
助
言
、
指

導
、
勧
告
を
実
施
し
、
除
却

を
促
す
。
今
年
度
は
、
危
険

空
き
家
の
棟
の
除
却
費
補
助

事
業
を
新
設
し
、
10
棟
分
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

問
事
業
が
動
き
出
し
た
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
周
知
に
つ
い
て
、
町
内

向
け
の
空
き
家
ツ
ア
ー
の
実

を
見
な
が
ら
藻
の
除
去
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

堀
の
鯉
に
関
し
て
予
想
以

上
に
多
く
の
方
の
関
心
や
応

援
、
期
待
の
声
も
あ
り
、
憩

い
の
場
、
歴
史
を
感
じ
取
れ

る
場
、
観
光
振
興
活
性
化
に

つ
な
が
る
場
と
し
て
適
正
な

管
理
の
必
要
性
が
あ
る
。
今

後
も
で
き
る
限
り
の
対
応
策

を
取
っ
て
い
き
た
い
。

　

ご
み
の
投
げ
捨
て
に
つ
い

て
も
、
看
板
な
ど
で
周
知
を

図
り
、
訪
れ
る
方
の
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
よ
う
早
急
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

中
門
跡
の
堀
の
水
質

管
理
に
つ
い
て

問
三
原
城
跡
整
備
基
本
計

画
策
定
報
告
書
に
、
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
「
現
在
は
完

全
な
溜
ま
り
水
で
あ
り
夏
場

の
ア
オ
コ
の
発
生
等
水
質
の

悪
化
が
確
認
さ
れ
て
い
る
」

将
来
像
の
設
定
に
は
「
堀
跡

に
つ
い
て
は
不
快
感
の
な
い

施
や
、
市
政
報
告
会
な
ど
を

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
多
く
の
空
き
家
は
町
内

会
長
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

の
声
の
情
報
を
も
と
に
、
調

査
を
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
た
も
の
で
、
状
況
は
刻
々

と
変
化
し
て
い
る
。
町
内
会

で
な
い
と
把
握
で
き
な
い
情

報
も
あ
り
、
今
後
と
も
連
携

を
密
に
す
る
。
市
政
報
告
会

で
の
周
知
に
つ
い
て
は
検
討

す
る
。

水
質
に
浄
化
し
維
持
し
て
い

く
こ
と
を
め
ざ
す
」
と
明
記

さ
れ
て
い
る
が
現
状
は
、
水

草
の
異
様
な
繁
殖
、
水
質
の

悪
化
が
見
ら
れ
る
。
現
状
と

課
題
を
把
握
し
て
い
な
が
ら

改
善
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
か
。
堀
の
清
掃
、
水

質
管
理
の
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

答
三
原
城
跡
中
門
跡
は
三

原
城
跡
と
し
て
昭
和
55
年
に

追
加
指
定
さ
れ
、
ペ
ア
シ

テ
ィ
三
原
西
館
の
整
備
に
伴

い
宅
地
か
ら
堀
へ
と
整
備
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
堀
に
は

排
水
口
及
び
流
入
水
口
が
な

く
、
底
か
ら
湧
い
て
く
る
水

に
よ
り
水
位
が
保
た
れ
て
い

る
。
ご
み
や
藻
の
処
理
は
、

委
託
に
よ
り
実
施
し
て
お

り
、
南
北
の
堀
に
各
１
基
の

エ
ア
リ
フ
ト
を
設
置
し
、
水

の
循
環
を
促
す
こ
と
で
水
質

悪
化
の
抑
制
に
努
め
て
い

る
。

　

湧
き
水
と
の
入
れ
か
え
で

水
質
改
善
を
図
り
、
流
入
水

の
確
保
及
び
排
水
口
の
設
置

に
つ
い
て
も
継
続
し
て
調

査
、
検
討
を
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

● 

船
入
櫓
跡
の
石
垣
の
修
復

に
つ
い
て

子
育
て
支
援
策
の
拡

充
に
つ
い
て

問
保
育
料
に
つ
い
て
、
周

辺
市
町
と
比
べ
て
軽
減
措
置

が
少
な
い
と
い
う
意
見
が
あ

る
。
ま
た
、
本
市
独
自
の
施

策
を
持
っ
て
い
な
い
。
ま
ず

は
、
子
育
て
支
援
策
の
拡
充

の
視
点
で
、
他
市
で
行
っ
て

い
る
施
策
を
、
財
源
へ
の
影

響
額
を
試
算
し
た
上
で
、
検

討
で
き
な
い
か
。

答
隣
接
す
る
市
町
で
は
東

広
島
市
、
尾
道
市
、
世
羅
町

は
、
本
市
と
同
じ
国
の
基
準

で
あ
る
。
竹
原
市
が
第
一
子

の
カ
ウ
ン
ト
を
18
歳
未
満
に

引
き
上
げ
る
等
の
独
自
の
基

準
を
持
っ
て
い
る
。

　

他
市
で
行
っ
て
い
る
軽
減

を
本
市
で
行
お
う
と
す
る
場

合
、
財
源
確
保
が
困
難
な
こ

と
か
ら
実
施
に
踏
み
切
れ
な

い
状
況
で
あ
る
。

問
財
源
の
話
は
理
解
で
き

る
が
、
視
点
を
変
え
て
欲
し

い
。
例
え
ば
、
子
育
て
支
援

を
拡
充
す
る
た
め
に
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
前
倒

し
す
る
等
、
経
営
の
視
点
で

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア

ン
ド
ビ
ル
ド
を
よ
り
一
層

や
っ
て
い
く
。

三
原
城
天
主
台
跡
の
堀
の
管
理
に
つ
い
て

倒
壊
危
険
空
き
家
に
つ
い
て

児こ

玉だ
ま 

敬け
い

三そ
う 

議
員

正し
ょ
う

田だ 

洋よ
う

一い
ち 

議
員

堀の清掃状況（Ｈ29.5.22）

倒壊危険空き家
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